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研究要旨

特発性好酸球増加症候群（HES）は稀な疾患であり、本邦における診療実態の解明には多施設における

患者情報の集積が必要である。今研究班では全国的な疫学調査を行い、診療ガイドライン作成に向けた

臨床情報の収集を行っている。

Ａ．研究目的 

 特発性好酸球増加症候群に診断される症例を全

国的に収集し、その臨床像の解析・分類を行うこ

とで本邦における診療実態を明らかにすることを

目的とする。 

Ｂ．研究方法

全国の主要な医療施設の血液内科を対象とした

質問票形式による調査(一次調査)を行う。該当症例

が存在する施設に対してはさらに詳細な臨床情報

収集のための調査(二次調査)および検体の提供を

依頼する。当施設において特発性好酸球増加症候

群の患者の臨床情報が得られた場合には、疫学調

査に協力する。

（倫理面への配慮） 

現在のところ，特発性好酸球増加症候群疑い患

者の来院実績がないため，倫理面の問題は存在し

ない。

Ｃ．研究結果

 研究代表者と協力し、収集した一次調査票の結

果に基づいた解析を行った。また二次調査票の作

成を行った。

現在のところ，特発性好酸球増加症候群疑い患

者の来院実績はない状態である。

Ｄ．考察 

 特発性好酸球増加症候群については診断の決め

手となるようなものが無く、除外診断であること

が診断を難しくしている。今後、今研究班で臨床

情報の集積を行うことで、明確で簡便な診断基準

を含んだ診療ガイドラインの作成が望まれる。 

Ｅ．結論

研究代表者と協力し、一次調査票の結果に基づ

いた解析および二次調査票の作成を行った。特発

性好酸球増加症候群疑い患者の来院実績はない状

態である。引き続き患者の臨床症状を注視し，症

例登録を目指す。
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